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３．事後評価結果 

〇評点： 

 
 
 

〇総合評価コメント： 

 

本研究課題では、ソリューションプラズマ（溶液中の冷たいプラズマ）を用いて、有機分子からのヘ

テログラフェンの常温合成を検討し、ヘテログラフェンの構造制御、反応メカニズムの理解に取り組ん

だ。最も大きな成果としては、高結晶性で高含有窒素（14atom%N）ヘテログラフェンの合成に世界で初

めて成功したことにある。この物質は、多くの窒素がドープされているため、透明かつ高い導電性を有

し、グラフェンやカーボンナノチューブと比較しても、低いシート抵抗を示した。本材料は、ドーピン

グ量と位置を制御することにより、透明導電性薄膜、p型有機半導体並びに酸素還元触媒として機能す

るため、その応用が期待されている。その他、ヘテログラフィンの応用研究として、メタルフリー酸素

還元触媒（酸性側）では世界トップレベル、Li空気電池（メタルフリー触媒としては世界トップ）の性

能を明らかにしている。 

 中間評価後に化学反応の解明のため、グループを新設し、反応理解の成果が出てきたが、未だ化学的

な記載が充分でない面が懸念された。原著論文の発表が121件、特許出願が20件と多い他、企業との共同

研究案件も多く、国際ワークショップの開催など総合的には充分な研究成果があったと判断される。 

 今後は最後に成功した高含有窒素ヘテログラフェンの着実な応用展開を期待したい。 
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